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治安維持法犠牲者 
国家賠償要求同盟    
 埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 
さいたま市浦和区高砂 
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電話 048-824-0094 
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一
か
月
後
に
迫
っ
た
「
国
会
請
願
」

成
功
め
ざ
し
、
署
名
の
達
成
を
・
・・ 

 

今
年
の「
国
会
請
願
」
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
緊
迫
し
た
情
勢

の
下
で
行
わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く

中
で
の「
請
願
行
動
」
に
な
り
ま
す
が
、

残
さ
れ
た
一
ヶ
月
、
遅
れ
て
い
る
「
署

名
」
の
取
り
組
み
を
強
め
、
集
め
た
署
名

は
、
４
月
末
、
遅
く
も
５
月
６
日
（
金
）
ま

で
に
は
、
県
本
部
ま
で
届
く
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。
そ
の
た
め
に 

１
、
支
部
は
、
支
部
結
成
以
来
３
年
連

続
で
目
標
を
達
成
し
て
い
る
行
田
・
羽
生

支
部
の
経
験
に
学
ん
で
、
自
主
目
標
を

必
ず
達
成
し
ま
し
ょ
う
。 

２
、
ベ
テ
ラ
ン
の
小
鹿
野
町
の
高
田
さ
ん

が
１
７
５
筆
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
ひ

と
り
10
筆
運
動
」
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
条

件
を
活
か
し
て
取
組
み
ま
し
ょ
う
。 

３
、
申
し
入
れ
た
団
体
へ
は
、
漏
れ
な
く

「
声
か
け
」
を
し
て
、
集
め
て
下
さ
っ
た
署

名
を
回
収
し
ま
し
ょ
う
。 

                     

【
団
体
署
名
】 

（
１
４
団
体
） 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合 

行
田
羽
生
支
部 

埼
高
教 

 

障
害
児
教
育
部 

同 
 

 
 

川
口
高
校
分
会 

同 
 

 
 

蓮
田
特
別
支
援
学
校 

同 
 

 
 

川
越
総
合
高
校
分
会 

同 
 

 
 

事
務
職
員
部 

同 
 

 
 

川
口
支
部 

同 
 

 
 

入
間
支
部 

同 
 

 
 

埼
玉
西
支
部 

日
本
共
産
党 

東
部
北
地
区 

行
田
北
支
部 

同       
   

白
岡
東
支
部 

同       
   

幸
手
西
支
部 

同 

さ
い
た
ま
地
区
片
柳
東
支
部 

同 
 

さ
い
た
ま
地
区 

北
２
支
部 

 

署
名
合
計 

（ 

３
月
末
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

  

２
１
３
１
筆 

 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

31
筆 

                    

金
子
孝
重 

 
 

大
宮
区 

鈴
木
三
男 

 
 

深
谷
市 

新
井 

光
男 

ふ
じ
み
野
市 

 

【
特
別
試
写
会
の
感
想
か
ら
】 

女
性
活
動
家
千
代
子
を
桂
壮
三
郎
監
督

が
愛
を
込
め
て
描
き
切
っ
た
・
・
・ 

 
 

 
 

 
 

川
口
市 
宮
地
さ
か
枝 

短
か
っ
た
千
代
子
の
生
涯
が
時
代
背
景
と

と
も
に
濃
密
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
感
動
を

呼
ぶ
す
ば
ら
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。
諏

訪
高
女
で
の
土
屋
文
明
と
の
出
会
い
、
東
京
女

子
大
で
社
会
科
学
研
究
会
で
の
学
び
と
実

践
、
や
が
て
結
婚
す
る
浅
野
晃
と
の
出
会
い
と

裏
切
り
に
懊
悩
し
発
狂
す
る
姿
。
そ
れ
で
も
、

人
々
の
自
由
、
平
等
を
求
め
る
千
代
子
は
信

念
を
ま
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

特
高
の
弾
圧
か
ら
始
ま
る
シ
ー
ン
、
そ
し
て

最
後
は
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
山
並
み
を
背
景
に

し
た
千
代
子 

の
お
墓
に
、 

新
憲
法
の
誕 

生
を
伝
え
る 

平
川
ふ
み
。 

今
を
生
き
る 

私
た
ち
に
大 

き
な
希
望
を 

与
え
て
く
れ 

ま
す
。
若
者 

に
も
き
っ
と 

受
け
る
事
で 

し
ょ
う
。 

                               

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 

「
国
会
請
願
」
参
加
者
募
集
・
・・ 

 

今
年
は
、
全
国
か
ら
の
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
次
第
で
参
加
で
き
な
い
県
も
生
じ

た
場
合
、
首
都
圏
の
役
割
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
埼
玉
か
ら
16

名
が
参
加
し
て
大
活
躍
し
ま
し
た
。

今
年
は
そ
れ
を
上
回
る
20
名
の
代

表
団
を
送
り
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
希
望
者
は
４
月
末
ま
で
に
、
事

務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

   

 

       

埼
玉
県
も 

 

【
個
人
署
名
】  

 
 
(

５
３
３
筆) 

柴
山
た
か
子 

 

宮
代
町 

 
 

 

28
筆 

橋
本 

静
修 

 
  

緑
区 

 
   

10
筆 

小
川 

洋
夫 

 
 

浦
和
区 

 
 

 

10
筆 

長
谷
川
達
雄 

 

熊
谷
市 

 
 

 
 

３
筆 

横
田 

正
利    

深
谷
市 

 
 

 

10
筆 

荒
井 

信
次 

さ
い
た
ま
市 

 
 

10
筆 

高
田
哲
郎 

小
鹿
野
町 

 
 

１
７
５
筆 

募
金
７
０
０
０
円 

松
下 

裕 
 

 

見
沼
区 

 
  

 
 

４
筆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

募
金
３
５
０
０
円 

望
月
た
け
し 

   

越
谷
市 

 
 

 

25
筆 

日
本
共
産
党
南
部
地
区
委
員
会 

50
筆 

同 
 

 

中
部
地
区
委
員
会 

 
 

 

10
筆 

同 
 

 

東
部
南
地
区
委
員
会 

 

21
筆

同 
 

 

東
部
北
地
区
委
員
会 

 

20
筆 

 

同 
 

 

西
部
東
地
区
委
員
会 

 

50
筆 

同 
さ
い
た
ま
地
区
片
柳
東
支
部 

15
筆 

同 
東
部
北
地
区 

春
日
部
豊
野
支
部 

 
 

 

５
筆 

同 
 

 
 

 
 

 
一
の
割
支
部 

   

２
筆 

国
賠
同
盟
行
田
・羽
生
支
部 

  

65
筆 

同 
 

 
 

 
 

 
 

岩
槻
支
部    

20
筆 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪

法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し
、

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

全
県
で
取
り
組
む
５
月
９
日
の
埼
玉
会

館
小
ホ
ー
ル
（
14
時
と
18
時
２
回
上
映
）
の

取
り
組
み
を
強
め
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

「会
員
拡
大
」の
取
組
み
強
め
よ
う 

国
賠
同
盟
は
今
年
６
月
に
全
国
大
会
を

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。
い
ま
同
盟
は
、

大
会
ま
で
に
〝
２
万
人
の
同
盟
実
現
〟
に

向
け
、「
特
別
期
間
」
を
設
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

「
伊
藤
千
代
子
」
の
生
涯
を
描
い
た
映
画

は
、「
国
賠
運
動
」
に
新
た
な
光
を
当
て
て
く

れ
ま
し
た
。
中
央
本
部
は
、
新
し
い「
入
会
の

し
お
り
」
も
作
成
し
ま
し
た
。
上
映
運
動
と

結
ん
で「
入
会
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
」
。
役

員
は
、
中
央
が
設
け
た
５
人
、
10
人
拡
大
の

顕
彰
制
度
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

 
  

 

             

 

〝

戦
争
か
平
和
か
〟 

歴
史
的
岐
路
の
と
き 

「国
賠
同
盟
」の
真
価
発
揮
し
、
映
画
上
映 

と
「同
盟
拡
大
運
動
」の
成
功
を
！ 

と
戦
争
を
し
な
い
〟
と
誓
っ
て
つ
く
っ

た
日
本
国
憲
法
が
戦
後
最
大
の
危
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
、
日
本
国
憲
法
の
礎
に
な
っ
た
、
伊

藤
千
代
子
等
「
治
安
維
持
法
犠
牲

者
」
た
ち
が
、「
何
の
た
め
に
闘
い
、
何

故
弾
圧
さ
れ
た
か
」
、
こ
の
映
画
を
観

て
頂
け
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。 

埼
玉
も 

全
県
各
地 

30
ヶ
所
５ 

千
人
の
上 

映
運
動
を 

進
め
、
現
在 

９
ヶ
所
で
決 

ま
っ
て
き
て 

い
ま
す
。 

 

       

 

国
会
請
願
日
（
５
月
11
日
）
が
近
づ
き
ま
し
た
。
「署
名
」

を
集
め
き
っ
て
、
埼
玉
か
ら
20
名
の
代
表
を
お
く
ろ
う
！ 

い
ま
の
時
期
に
多
く
の
方
々
に 

見
て
欲
し
い
映
画
で
す 

５
月
９
日
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル 

の
上
映
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！ 

 

苦
節
三
年
ー
国
賠
同
盟
が
先
頭
に

立
っ
て
応
援
し
、
協
力
し
て
き
た
映
画

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
大
変
な
時
期
で
の
撮
影
で
し
た

が
、
監
督
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
並
々
な

ら
ぬ
努
力
で
見
事
完
成
し
ま
し
た
。 

い
よ
い
よ
４
月
15
日
か
ら
上
映
が
始

ま
り
ま
す
。 

い
ま
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
乗
じ
て
岸
田
首
相
は
、
敵
基
地
攻

撃
や
憲
法
改
悪
を
画
策
し
て
い
ま

す
。
先
の
大
戦
の
教
訓
か
ら
、
〝
二
度 

 

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

権
田
圭
助
様
、
小
島
民
子
様 

＊
掲
載
が
大
変
遅
れ
、
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。  

 
 

（
財
政
部
） 
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経
て
大
宮
郷
に
入
る
。
こ
こ
で
は
田
代
栄

助
ら
が
い
る
秩
父
郡
役
所
を
警
備
。 

 

三
日
、
乙
隊
に
属
し
て
皆
野
村
に
進

み
、
親
鼻
の
渡
し
場
を
守
備
す
る
が
、
四

日
に
は
本
野
上
か
ら
出
牛
峠
を
越
え
て
児

玉
に
向
か
い
、
深
夜
に
金
屋
で
東
京
鎮
台

兵
と
銃
撃
戦
を
交
え
る
。
駅
蔵
は
そ
の
時

の
状
況
を
訊
問
調
書
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。 

 

「
味
方
が
一
発
撃
つ
う
ち
、
敵
の
弾
丸

二
十
発
も
飛
ん
で
く
る
に
付
き
進
み
か
ね

て
い
る
と
、
敵
の
弾
丸
先
に
進
め
勧
め
と

指
揮
し
た
る
隊
長
分
に
当
た
り
た
ち
ま
ち

人
家
の
戸
の
傍
に
倒
れ
た
る
」 

 

銃
撃
戦
は
約
一
時
間
で
終
わ
り
、
そ
の

後
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
困
民
党
側
は
六
名

が
戦
死
、
そ
の
後
仮
病
院
で
六
名
が
亡
く

な
っ
た
。
駅
蔵
は
逃
走
し
、
五
日
朝
自
宅
に

帰
り
、
一
三
日
自
首
。 

 

明
治
一
八
年
一
月
、
浦
和
重
罪
裁
判

所
は
駅
蔵
に
軽
懲
役
六
年
六
か
月
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
。
二
年
後
の
一
二
月
二
四

日
、
浦
和
監
獄
で
獄
死
。
享
年
四
九
歳
だ

っ
た
。 

 

高
岸
家
の
墓
碑
の
墓
誌
に
は
駅
蔵
の
息

子
の
代
か
ら
の
名
が
記
さ
れ
て
い
て
、
駅
蔵

の
名
は
な
い
。
駅
蔵
の
遺
骨
は
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
の
更
生
園
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。 

 【
交
通
】西
武
秩
父
駅
よ
り
吉
田
元
気
村

行
き
バ
ス
で
万
年
橋
下
車 

           

 

      

 

       

 

 

 

深
谷
シ
ネ
マ
で
の
上
映
が
決
定
！ 

 
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
を「
深
谷
シ
ネ
マ
で
観

る
会
」
が
発
足
し
、
学
習
会
を
開
く
な
ど
〝
会
〟

を
重
ね
、
左
記
の
日
程 

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

*

５
月
15
日
（
日
）
～ 

21
日
（土
） 

12
時
～ 

*

５
月
22
日
（
日
）
～ 

28
日
（土
）
13
時
～ 

（
火
曜
日
は
休
館
） 

＊
一
般
１
６
０
０
円
、
シ
ニ 

 
 

ア
・
学
生
１
２
０
０
円 

      

 

柿
崎
義
藤
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年

八
月
三
一
日
、
困
民
党
ト
リ
オ
が
主
催
し
た

巣
掛
峠
で
の
山
林
集
会
か
ら
困
民
党
活
動
に

参
加
し
た
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
田
代
栄
助

た
ち
と
と
も
に
横
瀬
村
の
富
田
源
之
助
宅
と

柳
儀
作
宅
へ
の
資
金
強
奪
作
戦
に
参
加
。
蜂

起
に
は
乙
隊
の
抜
刀
隊
に
加
わ
り
、
小
鹿
野

町
の
高
利
貸
を
襲
撃
し
、
さ
ら
に
悪
徳
高
利

貸
中
田
賢
三
郎
宅
に
放
火
し
全
焼
さ
せ
る
。

四
日
に
は
島
崎
嘉
四
郎
隊
に
属
し
て
群
馬
側

の
警
官
隊
の
動
き
を
探
る
た
め
、
上
日
野
沢

村
に
入
る
。
小
松
と
奈
良
尾
の
間
で
警
官
と

出
会
う
が
、
砲
撃
す
る
と
警
官
は
退
散
し

た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
  

 

 

 

 

ま
た
嬉
し
い
こ
と
に
、
こ
の
映
画
の
桂
壮
三
郎
監
督
は
何
と

僕
と
旧
日
活
児
童
映
画
で
一
緒
に
仕
事
を
し
た
親
友
だ
っ

た
の
で
す
。
（
驚
き
！
） 

今
深
谷
の
街
な
か
も
区
画
整
理
事
業
が
進
行
中
で
す
。

旧
中
山
道
時
代
の
風
情
や
レ
ン
ガ
の
建
物
も
姿
を
消
し
て
い

ま
す
。「
深
谷
シ
ネ
マ
」
の
名
誉
館
長
だ
っ
た
映
画
作
家
大
林

宣
彦
氏
は「
～
ま
ち
は
作
る
も
の
で
な
く
、
守
る
も
の
、
遺
す

も
の
で
す
。
～
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
こ

の
遺
志
を
受
け
継
い
で
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

映
画『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
』の
完
成
、
上
映
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

（ 

３
月
５
日 

記
す
） 

追
記
：
本
館
で
の
上
映
決
定
、
ご
来
場
お
持
ち
し
て
ま
す
。 

     

私も 
一言 

第
７
回

柿
崎
義
藤
の
墓
碑 

 
 

 
 

 

篠
田 

健
一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【交通】西武秩父駅より吉田元気村行き

バスで万年橋下車 

 

 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

『
縁
（
え
に
し
）

の
力
を
信
じ
て
』
～ 

「
深
谷
シ
ネ
マ
」
館
長 

竹
石 

研
二 

 

 
 
    

 
 

民
主
青
年
同
盟
埼
玉
県
委
員
長 

小
山 

森
也 

 
 
 
 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略 

は
、
世
界
現
代
史
の
な
か
で
人
類 

が
育
ん
で
き
た
知
恵
と
国
際
ル
ー 

ル
を
破
壊
す
る
許
し
が
た
い
暴
挙 

で
す
▼
20
世
紀
の
初
め
ま
で
、
戦 

争
は
国
際
的
に
合
法
な
も
の
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
類
に
未
曽
有
の

規
模
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
第
一
次
世
界
大
戦

を
経
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
戦
争
を
二
度
と

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
背
景
に

戦
争
違
法
化
の
動
き
が
進
み
、
１
９
２
８
年
の
パ

リ
不
戦
条
約
で
戦
争
の
違
法
化
が
規
定
さ
れ
ま

し
た
▼
そ
の
後
、
こ
の
動
き
に
逆
行
す
る
形
で
、

日
本
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
に
よ
っ
て
第
二
次
世

界
大
戦
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
先
の
大
戦
を
上
回

る
犠
牲
を
生
じ
ま
し
た
が
、
侵
略
国
の
敗
北
に

終
わ
り
、
戦
後
、
戦
争
違
法
化
の
機
運
は
改
め

て
強
ま
り
、
戦
争
を
起
こ
し
た
指
導
者
た
ち
は

「
平
和
に
対
す
る
罪
」
を
犯
し
た
者
と
し
て
国
際

裁
判
で
犯
罪
者
と
し
て
裁
か
れ
ま
し
た
▼
そ
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
そ
れ
ま
で
他
国
の

支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
地
域
は
相
つ
い
で
独
立

を
達
成
し
、
自
前
の
主
権
国
家
な
り
ま
し
た
。

20
世
紀
は
、
２
度
に
わ
た
る
大
戦
を
経
て
、
人

類
は「
戦
争
違
法
化
」
、「
脱
植
民
地
化
」
の
世
界

の
流
れ
を
作
っ
て
き
た
の
で
す
▼
人
類
史
に
逆

行
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
は
時
代
錯
誤
の
愚
行

で
す
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
日
本
は
、
戦
争
終
結

に
向
け
た
国
際
世
論
の
喚
起
に
、
も
っ
と
憲
法
９

条
を
生
か
し
た
努
力
を
払
う
べ
き
で
す
。
（
池
）  

    

  

 

                    

そ
こ
で
矢
納
村
、
上
下
日
野
沢
村
、
阿
熊
村
を

経
て
下
吉
田
村
に
帰
り
、
隊
か
ら
離
れ
て
山
林

に
潜
ん
で
い
た
と
こ
ろ
一
六
日
に
捕
縛
さ
れ

た
。  義

藤
は
数
種
の
罪
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た

が
、
放
火
罪
を
適
用
さ
れ
無
期
徒
刑
の
判
決

を
受
け
た
。
そ
し
て
北
海
道
樺
戸
集
治
監
に
送

ら
れ
、
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
七
月
一
日

に
獄
死
。
樺
戸
で
は
道
路
開
削
工
事
に
使
役

さ
れ
、
死
因
は「
心
臓
麻
痺
」
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
の
監
獄
に
送
ら
れ
獄
死
し
た
者
は
皆

「
心
臓
麻
痺
」と
な
っ
て
い
る
。 

 

秩
父
事
件
か
ら
九
〇
年
後
の
一
九
七
四
年

一
〇
月
二
六
日
、
北
海
道
歴
史
教
育
者
協
議

会
の
小
池
義
孝
先
生
た
ち
の
ご
努
力
に
よ
り

月
形
町
で
秩
父
事
件
九
〇
周
年
を
記
念
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
二

〇
〇
名
ほ
ど
だ
っ
た
。
翌
日
、
樺
戸
集
治
監
の

囚
人
墓
地
に
お
い
て
民
権
家
一
〇
人
の
慰
霊

祭
が
開
催
さ
れ
た
。
秩
父
か
ら
ご
遺
族
の
義
藤

の
孫
で
あ
る
柿
崎
義
夫
さ
ん
と「
秩
父
事
件
九

〇
周
年
集
会
実
行
委
員
会
」
と
吉
田
町
を
代

表
し
て
町
議
の
新
井
健
二
郎
さ
ん
が
参
加
し

た
。
二
人
は
合
葬
地
に
案
内
さ
れ
合
掌
し
、
墓

土
を
掘
り
骨
箱
に
納
め
た
。
そ
し
て
こ
の
地
に

「
自
由
民
権
殉
難
戦
士
慰
霊
碑
」
の
木
柱
が
建

て
ら
れ
た
。 

 

義
夫
さ
ん
は
帰
郷
す
る
と
墓
地
に
樺
戸
で
掘

っ
た
土
を
埋
め
た
。
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）

年
、
石
間
漆
木
か
ら
下
吉
田
矢
畑
に
墓
地
を

移
転
し
、
あ
わ
せ
て
柿
崎
義
籐
の
墓
碑
を
建
立

し
た
。 

短  

歌 

反
戦
の
デ
モ
隊
逮
捕
の
プ
ー
チ
ン
政
権 

伊
藤
千
代
子
の
生
き
し
時
代
思
う 

 

拷
問
に
も
思
想
曲
げ
ざ
る
伊
藤
千
代
子 

映
画
に
鮮
や
か
感
涙
止
ま
ず 

川
口
市 

 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

春
の
夜
や
突
如
ぐ
ら
り
と
大
地
震 

今
朝
の
桶
幾
何
学
模
様
の
氷
張
り 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

初
心
者
か
鶯
の
初
音
笑
み
浮
か
ぶ 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

貧
し
さ
の 

歳
月
百
年 

啄
木
忌 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

川 

柳 

プ
ー
チ
ン
と
の
仲
を
問
わ
れ
て
外
方

そ

っ
ぽ

向
く 

仕
え
る
身
台
湾
防
衛
断
れ
な
い 

春
日
部
市 

 

福
家 

駿
吉 

難
民
へ
あ
な
た
も
募
金
国
際
連
帯 

隣
国
を「
裸
に
な
れ
」
と
武
力
侵
攻 

川
口
市 

  
 

小
室 

仁
彌 

 

                                          

街
の
映
画
館
「
深
谷
シ
ネ
マ
」
は
、
旧
中
山
道
深
谷
宿
沿
い

の
商
店
街
の
一
角
に
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
は
江
戸
元
禄
時
代
創
業
の「
旧
七
ツ
梅
酒
造
跡
」
の
敷

地
内
に
あ
り
、
現
在
14
店
舗
の
お
店
が
軒
を
連
ね
る
風
情

あ
る
横
丁
で
す
。
僕
た
ち
は「
江
戸
」
と
出
会
い
、「
江
戸
」
を

守
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
映
画
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
』
の
ロ
ケ
は
、
美
術
監

督
の
安
藤
さ
ん
と
の
ご
縁
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

に
よ
り
２
年
間
は
ロ
ケ
や
イ
ベ
ン
ト
も
な
い
寂
し
い
状
態
で
し

た
の
で
、
こ
こ
で
の
ロ
ケ
（
主
人
公
の
千
代
子
が
特
高
に
捕
ま
る

場
面
）
で
は
多
く
の
エ
キ
ス
ト
ラ
さ
ん
も
参
加
さ
れ
久
々
に
に

ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

埼
玉
で
も
各
地
で
〝
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
直
ち

に
撤
退
を
！
〟
の
声
広
げ 

  

い
ま
全
国
各
地
で
〝
反
戦
の

声
〟
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
埼

玉
で
も
国
賠
同
盟
が
加
入
す

る「
戦
争
を
さ
せ
な
い
埼
玉
の

会
」
が
い
ち
早
く
声
を
あ
げ
る

な
ど
、
各
地
で
平
和
を
求
め
る

人
々
が
声
を
あ
げ
続
け
て
い
ま

す
。「
支
援
募
金
」
と
合
わ
せ
、

も
っ
と
も
っ
と
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

「
秩
父
事
件
」
の
顕
彰
活
動

か
ら
学
ぶ…

顕
彰
部
、
小
池 

篠
田
さ
ん
の「
墓
碑
探
訪
」

掲
載
も
７
回
目
を
迎
え
た
。

登
場
す
る
人
物
の
事
件
と
の

関
り
、
人
物
像
が
よ
く
解
り
、

「
次
は
誰
だ
ろ
う
」
と
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
る
。 

秩
父
事
件
は
長
い
間
「
暴

徒
に
よ
る
暴
動
」
視
さ
れ
、
地

元
の
人
々
も
口
を
噤
ん
で
い

た
。
そ
れ
を
自
由
民
権
運
動

の「
最
高
の
形
態
、
民
主
主
義

の
源
流
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
る

に
は
一
世
紀
を
要
し
た
と
云

う
。
こ
れ
も
篠
田
さ
ん
達
と

多
く
の
先
人
の
方
々
の
長
年

の
研
究
と
粘
り
強
い
顕
彰
活

動
が
あ
っ
て
の
事
だ
と
思
う
。 

「
国
賠
同
盟
」
は
、
秩
父
事

件
と
同
じ
く
、
国
家
権
力
に

弾
圧
さ
れ
た「
治
安
維
持
法

犠
牲
者
」
の
顕
彰
と
名
誉
回

復
を
求
め
て
活
動
し
て
い
る
。

事
件
か
ら
百
年
近
く
経
つ
の

に
、
日
本
政
府
は
、「
謝
罪
も

賠
償
も
行
っ
て
い
な
い
」
。
此
処

に
現
在
日
本
の
、「
歴
史
逆
行

の
政
治
と
民
主
主
義
の
危

機
」
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
同
盟
」
も
、

も
っ
と
力
を
つ
け
、
顕
彰
活
動

に
力
を
入
れ
ね
ば
と
思
う
。 

 

 

 

マイクを握る矢島恒夫同盟会長（４日浦和駅）

頭） 

 

全国でも唯一の酒蔵を改
装した、街の映画館です  




